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H.C.R. 2011 プレスリリース №3 発行：2011/09/8 

http://www.hcr.or.jp 

老人と障害者の自立のための 

38th 国際福祉機器展 Int. Home Care &Rehabilitation Exhibition 2011 
会 期：2011（平成 23）年 10月５日(水)～7日(金) 
会 場：東京ビッグサイト 東展示ホール（東京都江東区有明） 

出展社数：約 500社・団体（日本 442社・団体、海外 58社）※見込み 

開場時間：午前 10時～午後 5時 

入 場 料：無料（登録制：当日または事前） 

主 催：全国社会福祉協議会 保健福祉広報協会 

【開催内容】(予定) 

①福祉機器約20,000点を総合展示 

②国際シンポジウム：「英国のキャメロン改革と社会保障」(６日)を開催。 

③ふくしのスキルアップ講座：院内感染予防、高齢者の住宅、社会福祉法人の会計など保健・福祉・介護をテーマ 

に連日開催。 

④障害児のための「子ども広場」：子ども用福祉機器の展示に加え、子ども用の福祉機器相談・療育相談も実施。 

⑤ふくしの相談コーナー：福祉機器・自助具などの相談コーナーを設置。 

⑥福祉機器開発最前線：研究・開発中の機器や新製品を紹介。 

⑦あるテク講座：携帯電話やタブレットPCなど身近にあるテクノロジーの福祉的利用方法について解説・実演。 

⑧高齢者の生活支援用品コーナー：高齢者の日々の生活を便利にするグッズや工夫がなされた製品を紹介。 

⑨ふくしの防災・避難用品コーナー：福祉施設向けの防災用品や被災地で役立つ福祉機器を紹介。 

その他、多彩なプログラムを実施。 

※ プログラムは変更されることがあります。 

最新情報と詳細はH.C.R.Web (http://www.hcr.or.jp)サイトでご確認ください。 

【H.C.R.2011特別企画のご案内】 

１．「あるテク介護スキルアップ講座～携帯電話やタブレットPCなど身近にあるテクノロジー(あるテク)を活用し 

た介護スキルアップ講座～」 

私たちの日常生活では、携帯電話やインターネットが不可欠になってきています。こうしたITなどテクノロジー 

は、障害のある人や高齢者の介護・生活支援においても今後徐々に役割を増していくでしょう。 

携帯電話や電子ブックなど皆さんが日常的につかっている製品が持っているテクノロジーは、製品の使い方をち 

ょっと工夫するだけで、障害がある人や高齢者の暮らしを大きく変える可能性があります。 

ここでは身近にあるテクノロジー(あるテク)を活用した介護のスキルアップを体験してください。 

◇会場：「ガレリア東３ホール入口横特設会場D」

http://hcr.or.jp/
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◇プログラム(予定) 

「介護のための生活支援機器の活用講座」 

11:30～12:30 高齢者の安全・安心を確保する技術～呼び出しや見守りの装置～ 

13:30～14:30 高齢者の記憶を支える技術～ICレコーダやデジカメなどを活用しよう～ 

５日 

15:30～16:30 高齢者の読書を支える技術～簡単、便利、電子ブックの活用～ 

「介護の現場でのコミュニケーションのスキルアップ講座」 

11:30～12:30 携帯電話やデジタルカメラの活用で産み出す楽しいコミュニケーション 

13:30～14:30 タブレットPCを使ったこれからのコミュニケーション 

６日 

15:30～16:30 携帯電話を活用したコミュニケーション～どう話題を提供していくか～ 

７日 「快適な生活をおくるために～あるテクの活用講座～」 

11:30～12:30 高齢者のための楽々パソコン操作術 

13:30～14:30 さわがしい環境を静かな環境に変える「あるテク」～ノイズキャンセルヘッドホン 

などの活用～ 

※定員80名。当日先着順にご案内いたします。 

２．「高齢者の生活支援用品コーナー」 

〈高齢者の生活を支える工夫された用具や製品の展示と解説〉 

◇会場：「東６ホール内特設会場F」 

①展示(常設) 

ペットボトルのキャップや缶のプルトップを簡単にあけるグッズやソックスが簡単にはけるグッズなど、高 

齢者の生活を支える工夫がされたグッズや製品を展示するコーナーです。さらに今年は文字の大きな電話機や 

時計、テレビの音を大きくするワイヤレス受信機など高齢者に便利な音響機器も展示いたします。 

・ペットボトルやプルタブのオープナー 

・すべり止めのついたソックス 

・ルーペのついた爪切り 

・簡単にボタンを留められるグッズ 

・湿布や軟こうを楽に背中につけるグッズ 

・持ちやすい食器 

その他多数のグッズを展示 

②解説(５日13:30～15:00、６日 10:30～12:00、７日 13:30～15:00) 

展示された高齢者の生活を支える工夫された用具の解説します。合わせてシャンプーとリンスの違いやアル 

コール飲料を示す印がついた製品など文字の見えにくくなった方でも区別できる工夫のほか、高齢者・障害者 

に関わるJIS規格の例について専門家が解説します。 

(協力：共用品推進機構) 

３．「福祉機器開発最前線」 

高齢者・障害者の自立と介護を支援する福祉機器は、現在さまざまな場面で日常生活に浸透してきています。 

特にここ数年は、人間工学やセンサー技術の導入など最新のテクノロジーを活用した福祉機器の研究・開発が盛 

んに進められ、高齢者・障害者の可能性を拡げてきました。 

今回、H.C.R.2011特別企画コーナーでは、展示とデモンストレーションよる解説を交えながら、福祉機器開発の 

最前線を紹介していきます。 

◇場所：東６ホール内「特設会場E」 

◇展示とデモンストレーション 

①金属探知器に反応しない竹製車いす 

②顔の表情筋をもちいた電動車いす制御システム 

③噴気式浮上型移動用具「空飛ぶいす」 

④視覚障がい者用のペン「ワイヤレス型触図筆ペン」
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⑤視覚障害者用GPS歩行支援システム 

⑥疾走用膝継手、ステップ用膝継手 

【H.C.R.2011特設会場のご案内】 

１．「被災地応援コーナー」 

東日本大震災は、多くの福祉施設にも被害を与えました。それから半年近くが経過し、福祉施設も復旧を急いで 

います。 

H.C.R.2011では被災地の障害者の自立支援、福祉施設の応援のため、被害が大きかった東北３県、岩手県、宮城 

県、福島県を中心とした社会就労センター(注)でつくった品物(セルプ製品)を販売するコーナーを設けます。 

注：社会就労センター(セルプ)は、障害などの理由により一般企業で働くことが難しい人たちが働く施設です。 

◇会場：東２ホール 小間番号2-06-08 

２．「ふくしの防災・避難用品コーナー」 

東日本大震災では、福祉施設においても利用者の避難や、被災した施設のなかでの利用者のケアなどこれまでに 

経験していない対応をおこなうことになりました。そこではこれまでの防災用品では対応できない場面も多くあり 

ました。 

こうしたなか、今後、災害に対しどのような備えが必要かを考えるため、福祉施設向けや被災地で役立つ福祉機 

器の展示コーナーを設けます。 

◇会場 東１ホール特設会場C 

◇展示内容 

①福祉施設向けの防災用品 

・仮設トイレ 

・担架、キャリアー 

・非常用階段昇降機 

・防災用かまど、貯水槽 

・折り畳み式リヤカー 

など 

②被災地で役立つ福祉機器 

・オフロード用車いす 

・コミュニケーショングッズ 

など 

３．「子ども広場」 

〈子ども用福祉機器の総合展示と療育等の相談〉 

H.C.R.2011 では、お子さんをつれた親たちが子ども用の福祉機器を探して出展社を廻る労力を少しでも軽 

減させるため、東１ホールに特設会場「子ども広場」を設け、親子が参加して試せる子ども向けの福祉機器を 

総合展示いたします。あわせて子ども広場では、福祉機器の利用や療育についての相談コーナーや、保育士が 

常駐するひとやすみコーナーを設けます。 

◇会場：「東１ホール特設会場B」 

◇内容 

①展示(常設) 

親子が参加して試せる子ども向けの福祉機器を総合的に展示いたします。 

・車いす 

・バギー、歩行器 

・いす、カーシート
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・学習機器／コミュニケーション機器 

・食事用具 食器／衣類 靴 

②無料相談コーナー 

相談内容：療育相談、福祉機器相談 

③ひとやすみコーナー 

保育士が常駐しています。広場のおもちゃを使って子どもたちと遊んだり、保護者(親)のみなさんと子育て 

についてお話ししましょう。 

(協力：横浜市リハビリテーションセンター、東京都社協保育士会) 

４．「ふくしの相談コーナー」 

〈福祉機器相談、自助具相談〉 

会場内に福祉機器などの相談コーナーを設けます。ふくし相談コーナーでは、作業療法士や技師などの専門 

家が来場者の福祉機器、自助具に関わる相談に無料で応じます。 

◇内容と会場 

a. 福祉機器相談 東２ホール 小間番号2-06-07 

b. 自助具相談 東６ホール内特設会場F 

(協力：日本作業療法士協会、大阪府肢体不自由児協会大肢協ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ自助具の部屋) 

※記載のプログラムは予定です。ご来場の際は最新情報をご確認ください。 

H.C.R. 2011事務局 
(財)保健福祉広報協会 

〒1008980  東京都千代田区霞が関  332 新霞が関ビル 5F 
TEL. 0335803052 
FAX. 0355129798 
http：//www.hcr.or.jp


